
10年後の八重山の透析患者を減らすために
やいまじんプロジェクト

がスタートしました
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やいまじんプロジェクトの背景

 八重山医療圏の透析患者は172名(R7/9/11)
• 人口10万人当たり 345.3人
• 沖縄県平均の1.06倍 、全国平均の 1.25倍 (2023年12月） 

 八重山の透析3施設はどこも受入れが限界
• 空きは よなは医院 4床、徳洲会病院 2床
• 八重山病院では空き 5床あるが担当するスタッフがいない

 八重山は他地域よりCKD患者が多い
• 成人3人に1人がCKDの可能性（高血圧未治療が多いから？）

CKD患者を早期に治療のテーブルにのせて重症化を防ぎ、透析になる
人を減らすことが急務

R7年度CKD重症化予防のための診療体制構築及び多職種連携モデル事
業に応募し、国の補助金を得て、八重山医療圏において持続可能な
CKD診療連携体制を構築するプロジェクトを立ち上げました 2



2025/7/25 キックオフ 
八重山CKD重症化予防プロジェクト(仮称)

ステークホルダーミーティング
会場参加 47名 web参加14名 計61名参加

医師(22)、看護師(16)、保健師(6)、薬剤師(2)、
管理栄養士(7)、臨床工学士(1)、臨床検査技師(1)、
事務系職員ほか(6)

最前列があいていますが、最終的に補助イスまで出す盛況でした

沖縄県の取組みと同期
して展開
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やいまじんプロジェクトが目指す連携

二人主治
医制度

紹介

連携
県 医師会、関係団体など

市町村に対策を周知 会員・関係団体に対策を周知

療養指導

住
民

市町村 行政・円滑なCKD診療連携体制を推進

支援・協力 情報共有

逆紹介
対
象
者
の
抽
出

市町村国保、協会けんぽ

腎内科医
総合診療医
糖尿病内科医
循環器科医

院内連携・診療科間連携

多職種連携

腎臓病療養指導士
糖尿病療養指導士(CDE)
慢性腎臓病療養指導看護師

腎臓病療養指導士
腎臓病療養指導士

腎臓病病態栄養専門管理栄養士

専門職による多職種連携
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2025/9/25 病院内外にアピール
宮古･八重山 STOP!!CKD講演会

～先島連合で考え、離島の医療現場を繫ぐ～
会場参加 38名 web参加 48名 計86名参加

医師(27)、看護師(14)、保健師(19)、薬剤師(4)、
臨床工学士(5)、その他(17:栄養士を含む)
竹富町､宮古島市､宜野湾市､浦添市､読谷村

プロジェクト名
やいまじんプロジェクト

を発表

病診連携･多職種連携･地域連携からさらに地域間連携へ 5



八重山はCKD多発地域かもしれない

A1 A2 A3
G1 803 232 41 
G2 3,199 1,033 219 
G3a 398 148 49 
G3b 10 0 17 
G4 0 0 10 
G5 0 0 0 

黄色,オレンジ,ピンクは CKDの可能性がある人
全国 21.4％、沖縄県 21.5％ に対し、八重山医療圏では 35.0％

5人に1人といわれる CKDが、八重山医療圏では 3人に1人かも

健康おきなわ21

A1 A2 A3
G1 1,958,230 161,760 62,936 

G2 11,655,164 960,890 333,112 

G3a 1,707,264 172,270 110,105 

G3b 101,856 18,220 36,828 

G4 8,238 2,510 14,223 

G5 506 315 10,493 

A1 A2 A3
G1 20,387 2,128 666 

G2 114,911 11,247 2,810 

G3a 15,994 1,699 876 

G3b 797 166 332 

G4 50 19 158 

G5 0 0 117 

八重山医療圏 全国 沖縄県

2021(R3)年の特定健診データより作図

(17,314,920人中) (172,3357中) (6,159人中)
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やいまじんプロジェクトが目指すところ

 本プロジェクトは、医療資源が潤沢とはいえない地域の解決策を探
求する企画と位置づけられ、全国の離島・へき地のCKD対策モデル

 八重山で今年CKD地域連携の種を撒きました
代々の腎内科医が引継ぎ、花が咲いて実を収穫できるのは10年後
の見込み → ”持続可能な“CKD診療連携体制の構築

 10年後の八重山の透析患者数が、全国平均並みになっていること
がゴール（エンドポイント）

• 10年後の透析患者が170人→ 140人(30人減)になっていれば
プロジェクトは成功

 透析患者が今より30人減ると、医療費は1.5億円/年削減
 島内3施設では旅行者の透析を受け入れできるようになり、全国の

透析患者に八重山旅行を提供できるようになる
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やいまじんプロジェクトの反響
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やいまじんプロジェクトの現在

地元のデザイン会社に作成を委託中
 キャラクターデザイン
 やいまじんプロジェクトの紹介ポスター・パンフレット
 お薬手帳に貼るCKDシール作成
 CKD登録医に配布する認定証
 患者にアピールする幟旗の作成

秘

来年３/12は世界腎臓デー20周年 9



やいまじんプロジェクト 今後の予定

11/20 やいまじんプロジェクト
 ～多職種で取り組む慢性腎臓病対策～

共催 小野薬品､アストラゼネカ 会場 八重山病院講堂
森克仁先生（近畿大学奈良病院)
風間順一郎先生（福島県立医大）

12/6 石垣市健康福祉まつり
主催 石垣市 会場 石垣市健康福祉センター
市民向け講演
 CKD啓発ブース（八重山看護協会）

12/18 人生100年時代の腎臓病治療を考える会
～健康寿命延伸に向けて～

共催 ベーリンガー社 会場 ANAｲﾝﾀｰｺﾝﾁﾈﾝﾀﾙﾎﾃﾙ
END10
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